
令和6年度診療科別目標発表

呼吸器外科



No. 氏名 役職等

１ 江間 俊哉 科部長、科長兼務、がんゲノム医療センターがんゲノム医療室付科部長

２ 大岩 宏聡 医長

３ 田尻 智也 医員

４ 閨谷 洋 嘱託医師

医師の紹介
呼吸器外科



診療実績

手術症例数

2021 2022 2023

原発性肺癌 66 62 66

肺全摘出 0 0 0

肺葉切除 59 56 56

区域切除 3 3 8

部分切除 4 3 ０

転移性肺腫瘍 3 6 5

縦隔腫瘍 7 10 8

その他 28 36 44

計 104 115 123

2022年 Davinci 肺葉切除 11例 Davinci 縦隔腫瘍切除 6例

2021年 Davinci 肺葉切除 5例 Davinci 縦隔腫瘍切除 3例

2023年 Davinci 肺葉切除 22例 Davinci 縦隔腫瘍切除 7例



・第 6４回 日本肺癌学会学術集会

・ダブルルーメンチューブを使用したロボット支援下手術後に声門下狭窄を来した1 例

大岩宏聡、上林明日翔、江間俊哉

・気道熱傷による気管狭窄既往のある膿胸患者に対して気管切開後に膿胸掻爬術を施行し
治癒した1例

上林明日翔、大岩宏聡、江間俊哉

・デジタル胸部X線動により発生部位を予測し得た臓側胸膜発生solitary fibrous tumorの1例

江間俊哉、大岩宏聡、上林明日翔

全国学会
・第 40回 日本呼吸器外科学会学術集会

・ロボット支援下肺葉切除の導入と初期成績の検討

大岩宏聡、上林明日翔、江間俊哉

・当院における若年性気胸の術後再発因子の検討

上林明日翔、大岩宏聡、江間俊哉

・第 76回 日本胸部外科学会定期学術集会

・胸部デジタルX線動態撮影を用いた胸腔内癒着の予測に関する検討

江間俊哉、大岩宏聡、上林明日翔

業績



論文
Rupture of thymoma due to recurrent tumor hemorrhage: a case report.
Uebayashi A, Ema T, Oiwa H, Yasuda K, Matsubara O, Funai K.
AME Case Rep. 2023 Jul 18;7:23. 

Severe subglottic stenosis after resection of anterior mediastinal tumor 
using a double-lumen tube: a case report.
Oiwa H, Sugawara K, Morita S, Uebayashi A, Sakai H, Funai K, Ema T.
AME Case Rep. 2023 Dec 13;8:14.

業績



呼吸器外科

肺癌・縦隔腫瘍ロボット支援手術の保険適用取得 （静岡県中部で初）

２０２１年９月より手術支援ロボット「ダビンチ」を
使った肺がん・縦隔腫瘍の手術を実施。

２０２２年８月より手術支援ロボット「ダビンチ」を
使った肺がん・縦隔腫瘍の手術保険診療を開始。

呼吸器外科手術では県中部の医療機関で初めて
の保険適用である。
（2023年9月現在、県中部では唯一の実施施設）

写真

2022年9月以降は術者2名体制で
ロボット手術を実施している。



中期目標・令和8年度に目指す姿

令和９年度

令和６年度

がん診療を中心とした地域医療への貢献

・呼吸器外科領域の基幹施設としての機能を維持・強化する。

・ロボット支援手術を中心とした低侵襲治療を確立する。

・呼吸器外科専門医、ロボット支援手術施行医の育成に注力する。

呼吸器外科



No. 項目 目標

1 肺癌に対する低侵襲治療の充実 ロボット支援手術の拡充

２
進行肺癌に対する集学的治療の

実施

低侵襲手術・開胸手術に加え、各科と連携し
化学療法、放射線療法を組み合わせた集学
的治療を継続する。

３
縦隔腫瘍、気胸などの良性疾患、

外傷診療の充実

縦隔腫瘍に対するロボット支援手術や、
気胸に対する胸腔鏡下手術を継続して実施。
その他手術を要する良性疾患・外傷に素早く
対応する。

４ 研修制度の充実
研修医、専攻医の教育
ロボット支援手術施行医の育成

短期目標・令和６～7年度の目標

呼吸器外科



県中部唯一のロボット支援下呼吸器外科手術（肺癌・縦隔腫瘍）施行施設

呼吸器外科

2021年9月より
Davinci Xi surgical system（ダビンチ）を
用いた肺癌・縦隔腫瘍に対する胸腔鏡下手術を
施行開始。

進行肺癌に対しては従来通りの開胸手術により
根治術を目指す。
エビデンスに基づいた周術期補助化学療法を
実施するとともに、再発治療にも注力する。

気胸を始めとした良性疾患に対する
低侵襲手術を継続して施行する。

肺癌・縦隔腫瘍に対する胸腔鏡下手術を積極的に施行



決 意

呼吸器外科

・低侵襲肺がん治療の継続（ロボット支援下手術）

・その他良性疾患・縦隔腫瘍等への対応を通じ、
地域に根差した診療を目指します。


